
算数・数学研究部 

Ⅰ 研究主題 
児童生徒の思考力・表現力の育成 

  －説明する活動の充実を通して－ 

 

Ⅱ 主題設定の理由 

   現在の児童生徒の実態について、学習指導要領解説総則編では、『思考力・判断力・表現力

等を問う読解力や記述式問題、知識・技能を活用する問題に課題がある』とされている。こ

のことから、基礎的・基本的な知識・技能の習得と思考力・判断力・表現力等をバランスよ

く育成することが求められていて、学校教育法第３０条第２項においても 

生涯にわたり学習する基盤が培われるよう、 

①基礎的な知識及び技能を習得させるとともに、 

②これらを活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等その他の能力をはぐくみ、 

③主体的に学習に取り組む態度を養うことに、 

特に意を用いなければならない。 

と『確かな学力』として定義されている。 

   算数・数学では、学習指導要領解説数学編（Ｐ４）において、『算数的活動・数学的活動は、

基礎的・基本的な知識・技能を確実に身に付けるとともに、数学的な思考力・表現力を高め

たり、算数・数学を学ぶことの楽しさや意義を実感したりするために、重要な役割を果たす

もの』とされている。本研究部では、思考力・表現力の育成には、算数的活動・数学的活動

の充実が不可欠であると考えた。 

算数的活動・数学的活動は多岐に渡る。この活動を実施する際には、言語活動や体験活動

を重視した指導が行われることとされている。例えば、数学的活動では、「数や図形の性質な

どを見いだす活動」と「数学を利用する活動」のそれぞれにおいて、「数学的に説明し伝え合

う活動」と相互に関連して行われる。本研究部は、算数的活動・数学的活動の中から、さら

に「説明する」活動に焦点をあて取り組むことにした。 

以下に、検証のために実践した算数的活動・数学的活動を紹介する。 

  ○小学校第５学年 

・計算の仕方を考え説明する活動       ・面積の求め方を考え説明する活動 

・合同な図形をかいたり、作ったりする活動  ・目的に応じて表やグラフを選び活用する活動 

・図形の性質を帰納的に考え説明したり、演繹的に考え説明したりする活動 

  ○中学校第１学年 

ア 数や図形の性質などを見いだす活動 既習の数学を基にして、数や図形の性質などを見いだす活動 

イ 数学を利用する活動 日常生活で、数学を利用する活動 

ウ 数学的に説明し伝え合う活動 数学的な表現を用いて、自分なりに説明し伝え合う活動 

また、「説明する」ことについては、文部科学省の言語力育成協力会議は、『ものごとを分

かるように工夫して述べること』ととらえている。工夫とは、操作や実験などの具体的な活

動、図や表、用語や記号を適切に用いたり、順序立て、対比すること、既習事項と関連付け

たりすることなどである。すなわち、自分の考えを他者に受け入れてもらうために自分の考

えを理解・整理し、互いの考えを伝え合うことが「説明する」ことであり、この活動を重視

することによって思考力・表現力の育成につながると考えた。 

これらのことから、研究主題を「児童生徒の思考力・表現力の育成 －説明する活動の充実

を通して－」と設定した。 



Ⅲ 研究の内容 

算数・数学研究部では、以下のように算数・数学における言語活動および算数的活動・数

学的活動の研究を深めた。 

 

１ 研究の方向性 

①学習指導要領等からの言語活動、算数的活動・数学的活動についての研究 

②思考力・表現力の育成に向けた研究授業（小学校１校 中学校１校） 

③効果の検証 

 

２ 研究の進め方 

（１）小学校・中学校それぞれ１つの単元を設定する。 

小学校：第５学年「図形の角を調べよう」 

中学校：第１学年「変化と対応」 

 （２） 単元全体を通して、算数的活動・数学的活動の場を明記した単元の指導と評価の計画

を作成する。（下記に一部抜粋）その際、１時間通して、算数的活動・数学的活動を行

うこともあれば、１０分・２０分と授業の中の１コマで扱う場合もある。 

【指導と評価の計画】  例：小学校第５学年「図形の角を調べよう」 

時

間 
学習活動 

評価規準 

算数的活動 算数への 

関心・意欲・態度 

数学的な 

考え方 

数量や図形についての 

技能 

数量や図形についての 

知識・理解 

１ 

・敷き詰められた三

角形を基に、三角

形の３つの角の大

きさのきまりを調

べる。 

・三角定規の角の大

きさの和を調べ

る。 

三角形の内角

の和に関心を

もちいろいろ

な方法で調べ

ようとしてい

る。 

  三角形の内角

の和は 180°

であることを

理 解 し て い

る。 

三角形を切

り取り、敷

き詰める活

動。 

２ 

・いろいろな三角形

について、３つの

角の大きさの和が

180°になること

を知る。 

・三角形の内角の和

が 180°になるこ

とを活用して、三

角形のいろいろな

角度を計算で求め

る。 

 三角形の内角

の和を、三角

形を敷き詰め

たり、三角定

規の角の大き

さを調べたり

することを通

して帰納的に

考え、説明し

ている。 

計算で三角形

の角の大きさ

を求めること

ができる。 

 三角形の内

角の和の求

め方を帰納

的に考え説

明 す る 活

動。 

３
（
本
時
） 

・角度をはからない

で、四角形の４つ

の内角の和を求め

る方法を考える。 

・各自の考えた求め

方について発表

し、検討する。 

 三角形の内角

の和を基にし

て、四角形の

内角の和の求

め方を演繹的

に考え、説明

している。 

 四角形の内角

の和は 360°

であることを

理 解 し て い

る。 

四角形の内

角の和の求

め方を演繹

的に考え説

明 す る 活

動。 

（３）単元前の事前テストと単元終了後の事後テストで効果の検証を行う。 

      ※思考力・表現力の評価を中心に検証を行う。 

※中学校では、関心・意欲や知識・技能についても検証を行う。 



Ⅳ 実践例 

１ 小学校第５学年 「図形の角（図形の角を調べよう）」 

（１）単元の目標 

三角形や四角形の内角の和について、図形の性質として見いだし、それを用いて図形を

調べたり構成したりすることができるようにする。 

（２）指導と評価の計画（本時のみ） 

時

間 
学習活動 

評価規準 

算数的活動 
算数への 

関心・意欲・態度 
数学的な考え方 

数量や図形についての 

技能 

数量や図形についての 

知識・理解 

３
（
本
時
） 

・角度をはか

らないで、

四角形の 4

つ の 内 角

の 和 を 求

め る 方 法

を考える。 

・各自の考え

た 求 め 方

に つ い て

発表し、検

討する。 

 三角形の内角の

和を基にして、

四角形の内角の

和の求め方を演

繹的に考え、説

明している。 

 四角形の内角の

和は３６０°で

あることを理解

している。 

四角形の内

角の和の求

め方を演繹

的に考え説

明 す る 活

動。 

（３）本時の目標  

三角形の内角の和を基にして、四角形の内角の和を三角形に分けて求める方法を考え、

説明することができる。                        【数学的な考え方】 

（４）本時の展開 

①前時の振り返り 

三角形の３つの角の大きさの和は、何度になりますか。 

※前時の掲示物を提示し、確認する。 

 

 

②本時の問題 

問題 四角形の４つの角の大きさの和は 

何度になりますか。               

 

 

      ※あらかじめ４つの角度が書かれたワークシートを配付する。 

 

 

 

 

③本時の課題（思考力・表現力を育成する場面） 

四角形の４つの角の大きさの和の求め方を、いろいろな方法で調べよう。 

    ※図、式、言葉を使って友達に説明できるようにまとめさせる。 

（Ｔ） まず、計算で求めましょう。 

（Ｃ） ３６０°になった。 

（Ｔ） なぜ、３６０°になるのか考えましょう。 

（Ｃ） １８０°になった。 



④自力解決 

（児童の反応例） 

・２つの三角形に分けて考えている。 

・３つの三角形に分けて考えている。 

・対角線ではなく違う線を引いている。 

・切り取ろうとしている。 

（課題解決のための支援の方法） 

○２つの三角形に分け、図、式、言葉を用

いて、考えている。 

⇒他の方法でも考えるように促す。 

 

○三角形に分けているが、図または、式の

みで表現している。 

⇒言葉を用いて友達にも分かるように、ま

とめるように促す。 

 

○切り取ろうとしている。 

⇒４つの角を切り取らせ、一か所に集めさ

せる。 

⇒三角形の内角の和を想起させ、四角形を

三角形に分ける方法はないか、考えさせ

る。 

 

⑤話し合い（ペア） 

ペアで自分の考えを伝え合う。 

    ※自分の考えと比較しながら聞くようにさせる。 

⑥話し合い（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦確認 

自分で作った四角形でも３６０°になるか調べてみよう。 

⑧まとめ 

①どんな四角形でも、４つの角の大きさの和は３６０°になる。 

②四角形の４つの角の大きさの和は、四角形を三角形に分けて考えれば求めることがで

きる。 

（Ｃ１）まず、対角線をひいて２つの三角形に分けます。 

（Ｔ） どうして、三角形に分けたのかな。 

（Ｃ１）三角形の３つの角の大きさの和は１８０° 

だからです。そうすると、 

１８０×２＝３６０で、 

３６０°になります。 

 

（Ｃ２）まず、対角線を２本引いて、４つの三角形に分けます。 

三角形の３つの角の大きさの和は１８０° 

だから、１８０×４＝７２０ 

（Ｔ） ７２０°だと必要のない角も含まれていますね。 

（Ｃ２）対角線が交わる点の周りの角が必要ないです。 

（Ｔ） 必要のない角は何度ですか。 

（Ｃ２）３６０°です。だから、３６０を引きます。 

そうすると、７２０－３６０＝３６０で、 

３６０°になります。 

 



２ 中学校第１学年 「変化と対応（比例、反比例の利用）」 

（１）単元の目標 

     具体的な事象の中にあるともなって変わる２つの数量に着目して、比例や反比例の関

係を見いだし、その変化や対応のようすを考察することを通して理解を深め、利用でき

るようにする。 

（２）指導と評価の計画（第９時～第１４時のみ  ※本時は１３時間目） 

時

間 
学習活動 

評価規準 

数学的活動 数学への 

関心・意欲・態度 

数学的な 

見方・考え方 

数学的な 

技能 

数量や図形などについての 

知識・理解 

9 

・反比例の関係

を見いだして

式に表したり

その変化や対

応の様子を表

を使って調べ

たりする。 

２つの数量関係

から、反比例の

関係を見つけよ

うとしている。 

２つの数量関係

に着目し、変化

や対応から反比

例の関係を見い

だすことができ

る。 

  反比例、比例定

数の意味を理解

している。 

長方形の面積

について、縦と

横の長さに着

目し、反比例の

関係を見いだ

す。 

10 

・与えられた条

件から、反比

例の式を求め

る。 

対応表から反

比例の関係を

見いだし、説

明する。 

対応表から、反

比例の関係を見

いだすことがで

きる。 

反比例の関係を

式に表すことが

できる。 

  

対応表から、反

比例であるこ

とを考察する。 

11 

・反比例のグラ

フをかく。 

反比例のグラフ

をかこうとした

り、その特徴を

調べたりしよう

としている。 

  

反比例のグラフ

をかくことがで

きる。 

  

  

12 

・反比例のグラ

フの特徴をま

とめる。 

反比例のグラフ

の特徴を見いだ

すことができ

る。 

  

  反比例のグラ

フの特徴につ

いて、複数のグ

ラフをもとに

まとめる。 

13 

 

 

・ 

14 

・比例や反比例

の関係を利用

して、身のま

わりの問題を

解決すること

ができる。 

 身のまわりの事

象について、比

例・反比例の見

方や考え方を利

用して、数学的

に説明すること

ができる。 

  比例・反比例の

考えを利用し

て、身の回りに

ある問題を解

決する。 

問題の解決方

法について、数

学的な表現を

用いて説明す

る。 

（３）本時の目標 

    身のまわりの事象を比例の見方や考え方を利用して、数学的に説明することができる。 

【数学的な見方や考え方】 

 

（
本
時
） 



（４）本時の展開 

①場面の設定 

紙の枚数を数えずに１年生分の１９５枚を用意するにはどんな方法がありますか。 

 

 

 

 

◎ねらいの提示  

「比例の考え方を利用して、身のまわりの問題を解こう。」 

   ②考え方の例示 

２５枚の紙の重さを測ると８０ｇでした。１年生分の１９５枚では何ｇになりますか。 

※教科書の解き方をもとにして、教師の発問・指示で考え方を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③適用問題に取り組む 

３０枚の紙の厚さを測ると３㎜でした。１年生１９５人分では何㎜になりますか。 

※②の考え方の例示を受けて、条件を変えて適用問題に取り組む。 

その際、数量の関係を表にまとめるところまで全体でおこなう。その後、各自で

問題を解く。 

（生徒のノート） 

 

紙の厚さｙ（㎜）は、枚数χ（枚）に比例

する。 

比例定数をａとすると、ｙ＝ａχ 

χ＝３０のとき、ｙ＝３だから 

３＝ａ×３０ 

ａ＝
１

１０
   ｙ＝

１

１０
χ  

χ＝１９５を代入して ｙ＝１９．５ 

答え １９．５㎜ 

枚数χ（枚） ３０ １９５ 

厚さｙ（㎜） ３ ？ 

（適用問題の解決のための支援の方法） 

○最初の「○○は××に比例する」が書け

ない。 

⇒考え方の例示で扱った「重さ」の場合を

参考にするように助言する。 

 

○「３０＝ａ×３」と代入を間違えている。 

⇒ｙ＝ａχと代入する数値とを確認する。 

 

○「ａ＝１０」になった 

⇒わり算を見直すように指示する。 

 

○「ｙ＝
１

１０
χ」で止まっている。 

⇒求めるものの確認をする。 

 

（生徒のノート） 

枚数χ（枚） ２５ １９５ 

重さｙ（ｇ） ８０ ？ 

紙の重さｙ（ｇ）は、枚数χ（枚）に比例する。 

比例定数をａとすると、ｙ＝ａχ 

χ＝２５のとき、ｙ＝８０だから 

８０＝ａ×２５ 

ａ＝
１６

５
   ｙ＝

１６

５
χ  

χ＝１９５を代入して ｙ＝６２４     答え ６２４ｇ 

（Ｃ） 紙の重さを測る  

（Ｔ） どうして紙の重さを測ると枚数が求められるのか？ 

（Ｃ） 紙の重さは枚数に比例するから 



（発表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

④本時の課題（数学的な思考力・表現力を育成する場面） 

課題 厚さが一定のアルミ板から、下の図の２つの形を切り取りました。 

 

 

 

 

 

  （ア）の板の重さが２４ｇのとき、（イ）の板の重さが２８ｇのとき、（イ）の板の

面積はいくつになりますか。比例を利用して求めなさい。 

※②考え方の例示、③適用問題の流れをもとにして、各自で課題の解決に取り組む。 

（生徒のノート） 

重さ χ（ｇ） ２４ ２８ 

面積 ｙ（ｃｍ２） １５０ ？ 

 

板の面積ｙ（ｃｍ２）は、重さχ（ｇ）に比

例する。 

比例定数をａとすると、ｙ＝ａχ 

χ＝２４のとき、ｙ＝１５０だから 

１５０＝ａ×２４ 

 ａ＝
２５

４
   ｙ＝

２５

４
χ  

 χ＝２８ を代入して ｙ＝１７５ 

           答え １７５ｃｍ２ 

（課題解決のための支援の方法） 

○式と答えが書かれているが、比例する関

係などの言葉がない。 

⇒先の課題や問題の説明の型を参考に取り

組むように助言する。 

○式は立てられたが、答えを求めることが

できない。 

⇒先の課題や問題の計算と手順は同じであ

ることを伝える。 

○ともなって変わる数量を間違えている。 

（例：縦と横という間違い） 

⇒わかっていることや求めるものは何かを

確認する。 

○問題を理解することができない。 

⇒本時の授業で取り組んだことは何かを確

認する。条件を表にまとめたことを想起

させる。 

 

（発表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤まとめ 

ともなって変わる２つの数量について、比例の関係を利用すると具体的な事象を解決

することができる。 



右の図の二等辺三角形ＡＢＣと合同な三角形をかきます。この図を見て、まみさんは 

次のように言いました。 

 

 

 

 

まみさんの言っていることは、正しいですか。正しくないですか。 

どちらかに○をつけ、そのわけも説明しましょう。 

 

答え まみさんの言っていることは（  正しい  ・  正しくない  ） 

Ａ…二等辺三角形の性質に着目して、合同な三角形が 

かけることを論理的に説明している。 

Ｂ…二等辺三角形の性質に着目して、説明している。 

Ｃ…説明が書けていない。書けていても誤答である。 

右の図のように、正三角形と直角三角形を組み合わせてできた○かと○きの 

角度の和を、下のような式で求めました。考え方を説明しましょう、 

 ３６０－（６０＋９０）＝２１０ 

 

Ａ…四角形の内角の和の求め方を演繹的に考え、正三角形と直角三角形の特徴に着目して、説明している。 

Ｂ…正三角形と直角三角形の特徴に着目して、説明している。 

Ｃ…説明が書けていない。書けていても誤答である。 
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18.2 

66.7 
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Ⅴ 検証の結果と分析 

１ 小学校における検証の結果と分析 

    今回の取り組みにおける効果の検証として、思考力・表現力の観点で実施した。その際、

「説明する力」の変容を比較検証するために、事前テストと事後テストの内容を変えて行

った。 

（１）結果 

①事前テスト 

【テスト内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    【判定基準】               【事前テストのＡ判定の例】 

 

 

 

②事後テスト 

    【テスト内容】 

 

 

 

 

 

    【判定基準】                 

 

 

 

（２）分析              【結果】 

事前テストと事後テストの結果を

グラフで見てみると、Ａ判定の児童数

は 18.2％→15.2％と数値がやや下が

った。しかし、Ｂ判定の児童に注目す

ると、15.2％→66.7％と大幅に増加す

るとともに、Ｃ判定の児童では 66.7％

→18.2％と大幅に減少した。テストが

辺ＢＣの長さと、角Ｂの大きさがわかれば、この二等辺 

三角形ＡＢＣと合同な三角形をかくことができるよ。 

わけ 

 

 

 



Ａ…正答で理由（比例の関係）が説明できている。 

Ｂ…正答で答えのみ。または、誤答で説明が正しい。 

Ｃ…誤答で説明なし。または、説明の誤り。 

異なる内容ということもあり一概には言えないが、思考力・表現力という視点で考えると、

今回の取り組みは、Ｃ判定の児童をＢ判定へ上げる手立てとしては効果が得られた。 

 

 ２ 中学校における検証の結果と分析 

中学校では、今回の取り組みにおける効果の検証として、①基本的知識や理解、②思考

力・表現力の２つの観点で、単元の事前テストと事後テストを実施し、比較検証を行った。 

（１）結果 

①基本的な知識や理解 

比例分野の問題（大問１(1)表の完成、(2)計算、(3)説明、(4)式、(5)グラフ）を

基本的知識や理解の確認のため、事前、事後テストとして実施した。 

【テスト内容】              【テスト結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②思考力・表現力 

思考力・表現力の確認のため、事前、事後テストとして実施した。 

【テスト内容】                【テスト結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    【判定基準】 

 

 

 



（２）分析 

①基本的な知識や理解 

基本的な知識や理解を問う問題での事前テストと事後テストを比較すると、正答率は

(1)～(5)のすべての小問題で伸びが見られる。特に、(3)の説明の問題は84.2％→95.3％、

(5)のグラフの問題は 41.5％→86.6％と大きく伸びており、表現力が向上したことがわ

かる。以上より、思考力・表現力を育成する数学的活動の取り組みが、基本的な知識や

理解の向上に一定の効果をあげた。 

②思考力・表現力 

思考力・表現力を問う問題では、Ａ判定が 9.9％→27.9％へと大幅に増加した。また、

Ｂ判定は 22.2％→14.5％に減少したものの、Ｃ判定が 67.8％→57.6％に減少した。これ

より、数学的活動を取り入れた単元の実施が、Ｂ判定の生徒およびＣ判定の生徒を上位

に押し上げ、思考力・表現力の向上に効果をあげた。 

 

Ⅵ まとめと課題 

  「児童生徒の思考力・表現力の育成」という研究主題を設定し、思考力・表現力の育成につ

いて、算数的活動・数学的活動の「説明すること」を焦点化し取り組んだ成果として、 

①事前テストと事後テストにおける思考力・表現力に関する項目の数値の上昇 

②中学校では、事前テストと事後テストにおける知識・理解に関する項目の数値の上昇 

という結果を得ることができた。この結果から、基礎的・基本的な知識・技能の習得と思考力・

判断力・表現力等をバランスよく育成するためには、算数的活動・数学的活動を算数・数学の

授業に必ず位置づけ、充実させることが有効な方策の１つであることがわかった。思考力を育

成する課題を設定し、算数的活動・数学的活動を充実させながら、その課題を解決することを

通して、思考力・表現力の育成がより一層図られるからであると考える。 

また、算数的活動・数学的活動を充実させる前と

充実させた後での児童生徒の関心・意欲・態度の面

の変容についても調査した。中学校では、右のグラ

フのように、「数学が好き・少し好き」の割合が、

事前調査の５８％から６６％に上昇した。また、小

学校においても調査を実施した結果、中学校と同様、

５８％から７２％に上昇した。これは、教師自身の

算数的活動・数学的活動を充実させるための指導法の改善が図られたことによって、児童生徒

の算数・数学に対する意識面の向上が図られたと考えられる。 

  課題としては、算数的活動・数学的活動では、思考力・表現力の育成に一定の成果が得られ

た一方で、小学校では、事後テストにおいてもＡ判定の児童の割合が増加しない点や、中学校

では事後テストにおいてもＣ判定の生徒が依然として多いという点が挙げられる。１単元と限

られた期間という制限があることも考えられるが、個に応じた支援の充実に課題があると考え

ることができる。今後は、この部分を更なる課題とし、指導計画の見直しや一人一人の児童生

徒に対する指導法、支援策の改善などの研究を深めていきたい。 
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